
６
月
定
例
会
は
、
６
月
８

日
に
招
集
さ
れ
、
26
日

ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
繰
越
明
許
費
※
の
報
告
１
件
、

国
民
健
康
保
険
税
条
例
等
の

一
部
改
正
な
ど
単
行
議
案
５
件
、

太
陽
光
発
電
設
備
設
計
委
託
な

ど
の
補
正
予
算
１
件
が
上
程
さ

れ
、
原
案
ど
お
り
全
て
可
決
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
陳
情
１
件

は
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
議
員
提
出
議
案
と

し
て
３
つ
の
特
別
委
員
会
設
置

を
可
決
し
、
選
挙
管
理
委
員
及

び
同
補
充
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
９
人
が
町
政

全
般
に
わ
た
る
課
題
を
た
だ
し

ま
し
た
。

法
定
限
度
額
と
同
額
と
す

る
た
め
、
医
療
分
と
後

期
高
齢
者
支
援
金
で
各
１
万
円
、

介
護
納
付
金
２
万
円
を
引
き
上

げ
、
合
計
額
が
81
万
円
か
ら

85
万
円
に
な
る
。

　
低
所
得
者
軽
減
と
し
て
、
２

割
・
５
割
軽
減
適
用
対
象
者
の

範
囲
が
拡
大
し
た
。

Q�

　
改
正
の
理
由
と
経
過
は
。

A���

　
国
の
財
政
措
置
、
近
隣
市

の
動
向
を
み
な
が
ら
改
正
。

Q�

　
影
響
額
は
。

A���

　
限
度
額
引
き
上
げ
分
で
、

１
０
２
世
帯
２
６
７
万
３
０

　
０
０
円
。
軽
減
対
象
で
は
、

　
１
０
０
８
世
帯
１
８
１
万

　
４
０
０
０
円
の
見
込
み
。

　
　（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

※
繰
越
明
許
費
と
は

　
議
決
し
た
予
算
の
支
出
を
翌

年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る

も
の
。

　
今
回
の
繰
越
事
業
は
、
次
世

代
産
業
創
設
１
７
２
８
万
円
、

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
２
６
０
０

万
円
。

消
防
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
総
務
省
と
消
防
庁

の
取
り
決
め
に
よ
り
、
平
成
28

年
５
月
31
日
ま
で
と
さ
れ
て
い

る
。
本
町
は
、
本
年
４
月
24
日

工
事
入
札
執
行
。
指
名
11
社

の
内
２
社
が
応
札
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ

ネ
ッ
ツ
エ
ス
ア
イ
㈱
が
落
札
し

た
。

プ
レ
ミ
ア
ム

　
　
商
品
券

定
あ

例
ら

会
ま

の
し

6月

消
防
救
急
無
線
　
デ
ジ
タ
ル
化

　
岡
崎
市
消
防
と
の
指
令
業
務
共
同
化
に
備
え
る

国
民
健
康
保
険
税

　
課
税
限
度
額

　
　
　
引
き
上
げ

仮
契
約
日
　
　
　
　
４
月
30
日

契
約
額
　
１
億
２
４
２
０
万
円

工
期
　
　
平
成
28
年
３
月
15
日

Q�

　
入
札
２
社
だ
け
。
原
因
は
。

A���

　
工
事
業
者
の
技
術
者
不
足
、

機
器
調
達
面
で
２
社
と
な
っ

た
。

Q�

　
指
名
業
者
の
選
定
方
法
は
。

A���

　
入
札
参
加
要
綱
に
よ
り
選

定
。
41
社
に
打
診
し
、
11
社

を
指
名
し
た
。

Q�

　
岡
崎
市
消
防
署
と
の
指
令

業
務
共
同
化
と
の
関
連
は
。

A���

　
岡
崎
市
の
通
信
機
器
は
、

Ｎ
Ｅ
Ｃ
製
で
あ
る
。今
後
の

効
率
化
、リ
ス
ク
面
を
考
慮

し
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
系
列
業
者
を
指
名
。

　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

金額 応募数（通）当選数（通）当選率（％）

１万円 400 354 88.5

２万円 514 458 89.1

３万円 3,555 2,910 81.9

合計 4,469 3,722 83.3

応募数と当選率
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三ケ根駅東口

　
憲
法
を
い
か
し
て
働
く
者
の

権
利
を
守
り
、住
民
生
活
の
向

上
、核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世

界
を
求
め
る
陳
情
書
（
春
の
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行
委
員

会
・
代
表
　
榑
松
佐
一
）

　（
反
対
13
賛
成
２
で
不
採
択
）

　
委
員
　
※
敬
称
略

　
　
三み

浦う
ら 

眞ま

澄す
み

　
　 

（
坂
崎
）

　
　
角か

く

間ま 

喜よ
し

明あ
き

　
　 

（
中
央
）

　
　
齋さ

い

藤と
う 

國く
に

一か
ず

　
　 

（
深
溝
）

　
　
田た

境き
ょ
う 

行ゆ
き

孝た
か

　
　
（
豊
坂
）

　
補
充
員

　
　
神か

ん

田だ 

典の
り

夫お

　
　 

（
荻
谷
）

　
　
山や

ま

本も
と 

新し
ん

也や

　
　 

（
幸
田
）

　
　
吉よ

し

見み 
紀の

り

元も
と

　
　 

（
中
央
）

　
　
鈴す

ず

木き 
成な

る

生お

　
　 

（
坂
崎
）

　
任
期
は
、平
成
27
年
８
月
６

日
か
ら
４
年
間
。

　
自
然
災
害
か
ら
町
民
の
生
命

財
産
を
守
り
、
万
一
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
、
速
や
か
な
救
助
・

復
旧
活
動
が
お
こ
な
え
る
よ
う

に
調
査
研
究
を
す
る
。

　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
幸
田
駅
と
三
ケ
根
駅
周
辺
の

有
効
利
用
を
図
る
た
め
、
総
合

的
整
備
計
画
に
係
る
調
査
研
究

を
す
る
。

　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
地
方
創
生
に
よ
る
幸
田
町
総

合
戦
略
の
策
定
・
推
進
に
係
る

企
業
立
地
の
調
査
研
究
を
す
る
。

　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
役
場
庁
舎
　
５
０
０
０
万
円

　
消
防
庁
舎
　
４
２
０
０
万
円

　
㈶
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
情

報
機
構
の
補
助
事
業
に
参
加
し
、

役
場
庁
舎
と
消
防
庁
舎
に
発

電
・
蓄
電
設
備
を
設
置
す
る
。

Q�

　
必
要
性
は
。

A�

　
災
害
対
策
本
部
、
緊
急
消

防
援
助
隊
本
部
設
置
時
の
非

常
電
力
を
確
保
す
る
。

Q�

　
発
電
シ
ス
テ
ム
規
模
は
。

A�

　
役
場
庁
舎
の
発
電
は
30 

kw
、

蓄
電
池
30 

kwh
。
消
防
庁
舎
の

議
員
提
出
議
案

選
挙
管
理
委
員
・

同
補
充
員
を
選
任

陳
　
情

防
災
・
減
災
対
策

特
別
委
員
会
設
置

幸
田
・
三
ケ
根
駅
前

整
備
特
別
委
員
会

設
置

地
方
創
生

特
別
委
員
会
設
置

太
陽
光
発
電

設
備
事
業

一般会計　補正予算
１億円追加 太陽光発電設置など

発
電
は
20 

kw
、
蓄
電
池
15 

kwh
。

Q�
　
年
間
電
気
代
削
減
は
。

A�
　
役
場
で
63
万
円
、
消
防
で

54
万
円
と
試
算
。

　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
万
円

　
町
内
５
カ
所
の
農
業
用
排
水

機
老
朽
化
に
よ
り
、
改
良
計
画

策
定
を
委
託
。

　
　
　
　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

排
水
機
場
計
画

策
定
事
業
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